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2.論文概要

本研究は経済学の分野でよく観測される DependentDataの分析法の開発と実証研究に取り組ん

でいる。本博士論文は 3つの研究成果を挙げている。一つ目は経済システムのダイナミックな

変動を説明できる時変構造を持つモデ〉レの構築である。 2つ目は機械学習の発想、を利用したサ

γ明 の竺:~-1;1-二土竺!と竺竺三竺竺静止竺
なモデルとその推定法の開発である。 3つ目は Coyicl-19に関連する最新7 分析である。
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(1 )似テーマの ~r~~'11 1 : 木博 上論丈は統計的なMの1;附に))11 え、州合機械'(:削倒を取り

入れたTyLcl)!Jトl強を11(I~J とし ている， r11': I :~ 

(2)111命j!b:U) '1't't'1: Dcpcndcnt DntaをめぐってJJ{¥IJHし、品述ω ・LT't'l:を保っている。

( ~~ ) 先行イiJI:究及びl則辿分野に WJする flH桝 A;i JMヲE と !日J ~'(i) r- Jeを 卜分によ11[解し ているH

(4)研究)j訟の妥叶性 研究)jrl~は全て厳情で妥、lí なものであるい

(fi)主I¥JlIWI: IlVf JJiなT訟のIJH発と CoYid-19に|則辿するjlk新なJ弔前分析iこJI記りキ11んで、下lLも、

llli論も、ゾご.rllιω内科も令:て主ItJ11J(Iりなものでんる 4

(6)体裁 論文は I I~雌な英文で作) 1比 さ れ、 .n札

4，評価

( 1 )論文審査介否 図 合格 口不合格

( 2)最終試験介否 町 合格 口不合格


